例会抄録 by 寺島,一郎
第 5号 第 353回千葉医学会例会衛生学教室 
(4)大腸菌くMt)と乳酸菌との混合投与では 2群に
分れ 1群は (Mt)投与群に 1群は乳酸菌投与群に似
た。 (5)(F6)投与群で、は明中心移行型を見た。 (6)
実験中好気性芽胞菌の自然感染群を生じたが，この 
群では結節，明中心共に明らかに且つ多数出現した
のを見た。以上の如き成績を得たので，ここに報告 
する。
5) 無菌飼育動物血清の殺菌力に関する研究
戸叶公明
鶏雛及び海摂の無菌飼育を行し、正常動物，無菌動
物並びに無菌動物に単一菌投与を行った動物に就て
血清殺菌力を調べ次の結果を得た。無菌海摂は正常
海摂より殺菌力は遥かに弱く，これに大腸菌投与を
行うと正常海摂と同等か或はそれ以上に増強され
た。血清は稀釈倍数に応じて殺菌力が弱くなるが無
菌血清殺菌力は大体 8倍稀釈の強さになる。鶏雛に
於ても同様の結果を得た。この場合被験菌は S.ty-
phi 0-901と E.coli E3を使用したが無菌鶏雛殺
菌力は後者に対して極めて微弱であった。正常動物
血清殺菌力を見ると鶏雛は発育日数と共に強くなっ
たが海摂は 15~20 日， 6日， 40~60 日の順に強くな
った。無菌海演に大腸菌投与を行うと正常海狽と同
程度以上の強い殺菌力を示したが，無菌海狽に乳酸
菌投与を行うと殺菌力は殆んど~化なく無菌海摂と
同様に弱かった。 
6) 廃原消化に於ける Clostridium菌族の意義
について
平沼 博
尿尿消化に際して嫌気性菌の消長を検討すると， 
Clostridium菌族が汚泥・脱離液・投入尿尿ともに，
その総嫌気性菌数の大半をしめている。これら Clo-
stridium菌族の 12株を， Pr針。t. Laigyetの実
験に準じてメタシ発生試験を試みたが， 2株に於て 
7.4%， 5.1%のメタジガスを分析出来， 5株混合の 1
例に於ても 4.8%のメタジを得た。
成功例は培地の pHが中性に近く，繰返し接種後
、Vこメタユ/を発生した。
全例に於て多量の水素ガス・茨酸ガスの発生をみ，
これら Clostridium菌族は尿尿消化に際して，

タン化・ガス化に関与せるものと思われた。

7) 尿尿消化中に於ける通性菌の消長とその死滅
機転に就いて
北原 漠
貯溜)采尿中に於ける大腸菌群の消長は 370C~こ於
ては 1週間， 300Cでは 2週間， 250Cでは 3週間で死
滅し，それ以下は更に長く生存する。叉腸球菌群は
370Cでは 2週間で消失する'が 300C以下でほ長く生
存し熱・アルカリに対する低抗を示して'-'<る。L.
acidophilusは 370Cでは 1週間で消失， 300C以下
では長く生存する。 
分層処理パイロットプラントに依る大腸菌群の消
長は，投入尿尿の 106/ccの菌数が脱離液汚泥共 
10~/cc以下となり良好な成績を得た。
品fl:菌の死滅機転に就いては尿尿中の殺菌物質の拍
出を行い，得、た分劃に就いて抗菌性試験を行った結
果 5倍濃度の溶液で 4日以内に死滅する事を認め
た。その分劃の凍結乾燥に依る収量は生尿尿 100cc 
fこ対し1.9gであり，定性試験により還元糖及び低
分千 Amino酸の化合物或は混合物を含むものであ
る事がわかった。 
8) 原尿消化に際して発生するガスに関する研究
寺島一郎
尿尿消化中に於ける尿尿の焼灼減量 19宛のガス
発生量を実験的にパッチ法にて測定し，そのガス発
生形式，ガス発生速度及びガス化百分率を求め各温
度に於けるガス発生量を比較検討した。 
370C，300C 及び 150C~10oC に於ける尿尿ガス発
生量を 90日間観察し， 370C及び 300C消化に於て
は，そのガス発生形式は第工及び第Eガス発生期に
著明に区別し得るしその芳、ス発生累計量及び発生速
度恒数及びガス化百分率は 370 C消化が最も良好で
ある事を知った。叉完熟及び中熟汚泥添加尿尿に於
けるガス発生量も 370C消化が良好であり， 同様に
温度別によるガス発生量も高温消化の場合より 370 
C消化のガス発生量が多量である事が明らかになっ
た。従って，1-:'由尼添化尿尿の場合は勿論尿尿のみの
場合に於ても，ガス発生は 370C消化の場合が他の
温度より良好である事を知った。 
9) 河水，海水，下水，尿原に於ける B.O. D. 
と C.O.D.との関係
中村和義
最近尿尿，下水，産業廃水が河川，海水その他に
放流される事が多くなり，その有機性汚染物質を試 
験する場合， B.O.D.が良いか， C.O.D.が良し、か
と云う問題に遭遇する。
この両者の選択の適否が問題になる。
